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令和4年度

入札(見積)執行
公表日

案件番号
件名

発注部/発注課
入札方式

業種
納入場所
納入期限

結果
電子入札区分

最低制限価格率

令和4年7月20日 10時48分
令和4年7月20日
0435500019

長崎ブリックホフル大ホールピンスボットライト購入
市民生活部文化振興課
制限付一般競争入札(価格競争)
照明器具

長崎市茂里町2番38号長崎ブリックホール
議会の議決を得た日から令和5年3月8日まで
落札
電子入札

士

(株)三森屋

入札参加業者

2

6二圭:

(株)理研サービス

3 丸茂電機(株)福岡営業所

*上記金額の消費税及び地方消費税に相当する額を加算した金額が地方自治法上の申込みに係る価格である。

第1回

¥18.500,000

第2回 第3回 結果

落札

辞退

辞退

理由

入札辞退

入札辞退
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契約物件長崎プリックホール大ホールピンスポットライト購入
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を受注者とし、

ピンスポットライト

占」ロ

物品売買仮契約書

拓

2 契約金額

規

゛

仕様書のとおり

,

格

■ち取引に係る消費税及び地力消費税の額・

3 納入期限

単位

1'

4 納入場所

1 ゛

、、

5 契豹保証金

数量

、

令和 5年3月8旧

長崎市茂里町'2番開号

免除

35

長崎市を発注者とし、

発注者と受注者の問において、

4

単細(円)

(本契約の成立)

第1条この契約について、畿会の議決に村',、べき契約及び財産の取得叉は処分に関する

条例姻召和39年長崎市条例第蛯号)第3条の規定による議会の議決を得た場合には、

その識決を得たときから、との契約を本契約とみなす。

(仮契約の解除)

第2条発注者は、この仮契約が本契約として成立寸るまでの間に、受注者が炊の各号の

いずれか1こ該当tることとな0たときは、この仮契約を解除することができるものとす

る。この場合に浦いて、発注者は、一切の損害賠償の責めを負わないものとする。

(D 不正又は不誠実な行為があったことが明らかになり、契約の相手方として不適当で

あると認められるとき。

(2)契約の履行が困難であると認められる事由が生じたとき。

4,625,000
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森屋ノ株式会社
f

別添条項により物品売買契約を締結する。

長崎プリックホーノレ
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発注者と受注者とは、本書2通作成し、それぞれ記名押剛の上、その1通を保有する。

、

令和4年ク月22 H

,

発注者

繋

長崎市桜町2番22号'ζ%?フフ'一ψτ器ゞ、'、
.".'.,'.1・, g ,,.、'

長'奇市 11、・裟契卜1"、ゞ

代表者長崎市長田上富美N村印武祭
{コ、、゛"..,、"1せ

畭熊,翻'f*ル,1
、^..^^

住所福岡市東区原田1丁目45-14四'■
株式会社、三森.屋司璽郡§

郎様聯紙森満t鄭抄1

式

受注者

議会議決
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市交買玲価

(綿貝11)

錦1条究注名及び受注名は、美約雫1及びこの約款(拶.下「契約響」という。)1こ荘づき、別爆仕様俳及び囲面等(以下「仕株嬰等止いう。)に従い、臼本国の
法令を遵守し、この契約を民行しなけれぱならない。

妥注者は、契約の目的である契約誓二蹴の物品を、契納壽記職の納入期限内に契約響1圃戊の納入場所において発注者に納入するものとし、先注者は、

その契約代■を★払うものとする。

発挫当は、モの意図する物品を舳入させるため、物品の納入に閏す刷旨示を寛主看仁対して行うことができる。この場合において、受注者は、当Z批旨示
に従い物品の詳リ、を行わなけれぱならない。

受注者は、この契約轡若しくは仕様磁等に特別の定めがある場合又は前項の指示若しくは発注者と受注名との稜議がある場合を除喜、物品を納入する
ために必要な一切の子1弦その貢任において定めるものとする。

受注者は、この契約の耀行に閏Lて知り得た秘密を派らし,、Cはならない。
この契約の騒行に閏Lて発注者と受注者との間で用いる言盲吾は、日村吾とする。
この契約哲に定める金裁の支払いに用いる1西質'は、日本円とする。

この契約の疑行に関」て発注者と受注者との問で用いる計呈単位ば、仕様書等に特別の定めがある場合を除き、え十鎚注(平成4年法律第51号)に定め
るものとする。

この契約宵及び仕様轡讐における期問の定めについては、この契約響又は仕様沼等に特別の定めがある場合を除き、民法(明治即年法挿第豹号)及
び高法(明治能年法律第綿号・)の定めるところによるものとする。 '

10 この契約に係る訴訟の1慰三又は胴停の申立てについては、日本国の裁判所をもって合意による専属的管轄裁判所とする。
(指示等及び樹●の轡面主穀)

'T2条発注老及び受注者は、この契約書に定める指示、催告、請求、迺知、報告、申出、承諾、質問、絢答及び解除(以下「;詠等」という。)は、書而により
行わなけれぱならない。

前項の規定にかかわらず、緊急やむを得ない事精がある場合には、発注妻及び受注者は、前項に規定する指示等を口瀬で行うことができる。この場合
において、発注君及び受注者は、既に行った指示等を書両に記載L、7白以内にこれを相手方に交イdするものとする。
尭注者及び受注者は、この契約瓣の他の条項の規定に基づき控継を行うときは、当弦置纖の内容を霄面に記録するものとする.

(1郁」のi蒲度讐)
.筑3条受}主者は、しの契約により生ずる権利又は義務を第三老に繍座し、承継させ、又は担保の目的に供することができない。ただし、髭注者の承諾を揚

たときは、この限りでない。

、(靭品誓等の提出等) ,

弔4条受注者は、物品を納入するときは、発注者の定める項目を1識Lた納品聖を島注者に提出しなければならない。
受注者は、物品を納入するときは、あらかじめ指定された場合を除き、一括して糊入しなけれぱならない。ただし、発注君がやむを得ない理由があると

1 語めるときは、分割して勧入することができる。
受注者は、発注者に納入した物品は原則として、検査に不合格となったものを除いて持ち出ずことはできない。
U

尭注者は、前条第1項の規定により見注者から軸品審の提樹が罰ったときは、その日から起算して10日以内に鳧注者の職員をして検査をイ子わせる条

ものとする。

前項の検査を行う場合において、必腰があるときは、発注者はその理由を適知して、疉注者が自ら又は第三者に蚕託して破壊若Lくは分解又は試験に1'より検査を行うことができる。
,'3 妥注者は、あらかじめ指定された白時及び場所において、第1項の検責仁立ち会わなければならない。
.4 受注者は、第1項の検査に立ち会わなかったときは、診査の結果について舞巷を申し立てることができない。
追発注者は、彪要があるときは、第1項の検査のほか、納入が完了ずるまでにおいて、品質等の砿認検査を行うことができる。この場合、第2項から第4項

までの,旦定を準用する。

16 第1項及び而顕の検贇に直接配腰な豊用並びに検査のため亥質、変弗,、消耗又はき損した物品に係る損失は、すぺτ動コ渚の負担とする。
1,(引換え又は手直L)
1第6条受注者は、紬入Lた物品の全部又は一音助轍条第リ夏の検査に合格しないときは、速やかに引換え又は手直しを行い、仕様轡等に適合した物品を

紬入しなけれぱならない。

12 前項の観定にかかわらず、受注者は、発}主者により引換え又は手直しのための掘闇を指定されたとぎは、その期間内に仕様害等に適合した物品を納
入しなけれぱならない。

β受注者は、前2項の却定により引換え又は手直しが完了Lたときは、その物品を紬入堤所において発注者に納入するとともに、第4条第リ亘に定める紬
品委を発注者に提出Lなけれぱならない.

4 発注者は、π顕の規定により受注者から納品書の提出があったときは、その日から起詐して10日以内に検査を行うものとする。
.5 第5条第2項から第4亘まで及び第6項の規定は、^噸の検査について準用する。
;(所有極の移転、引渡し及び危険負担)

条物品の所有権は、検靴に合格したとき、見注者から発生者に称転し、同時にその物品は、発注者に対し引き渡されたものとする.
盲噸の規定により所有椛力階転する杭に生こた物品についての損害は、すべて受注者の負担とする。

(契約不適合貰任)

、8条発注者は、引き渡された物品が糧顕、品質又は数量に関して契約の内容に適合しないもの(以下「契約不適合」という。)であるときは、受注者に封
、目的物の樹^、代哲物の弓1渡し又は不足分の引渡しによる廠行の追完を話求することができる。
前項の場合において、受注者は、尭注者に不縮当な負担を課するものでないときは、発注者が請求した方法と熨よる方法による履行の追完をすること

ができる。

甥非亘の埋合において、発注者が相当の期問を定めて履行の追完の催告をし、その期問内に履行の追完がないときは、発注看は、その不適合のチ呈度
に応じて代金の減額を話求することができる。ただし、次の各号のいずれかに該当する場合は、催告をすることなく、直ちにイ七金の滅額を誹求することが
できる。

履行の追完が不能であるとき、

受注者が履行の追完對E絶する意思を明確に表示Lたとき。

物品の性質又は郵紅者の意思表示により、特定の日時又は一定の期聞内仁俄行しなけれぱ契約をした昌的を逐することができない場合において、
受注者が霞行の追完をしないでその時期を経週したとき。

・④前3号に掲げる場合のほか、発注老がこの項の●聢による催省をしても催行の追完を受ける見込みがないことが明らかであるとき。
喫約不適合責任凋間割
第9条発注考は,引き渡された物品に関し、所箸極移転の日から1年以内でなけれぱ、契約不適合を理由とした履行の追完の論求、損害R狐の謂求、代
金の減額の請求又は契約の解除(以下この条において「1青求等」という。)をすることができない。
前埴の請求等は、具体師よ契約不適合の内容、請求する損害額の算定の根拠等当該請求等の根拠を示して、発注者の契獄ア干、適合責任を問う意思を映2

硫に告げることで行う。
発注名力噛リ頁に規定する契約不適合に係る誥求等力句能な期問(以下この項において「契約不適合賀任期闇」という。)の内に契約不適合を知り、ぞa

の旨を受注老に遜知した場合において、発注者が通知からj年が経過する日までに前頂に1見定寸る方法による話求等をしたときは、契約不適合寅任期
閻の内に話求等をしたものとみなーす。
発注看は、第1項の語求等を行ったときは、当該請求等の根拠となる契豹不適合に閣し、民法の消滅時効の範囲で、当翫青求等以外に彪嬰ど認められ4

る請求等をすることがてきる。
前各項の規定は、契約不適合が旦注考の敬意又は重過失により生じたものであるときには適用せず、契約不適合に関する受注者の貢任については、5

島去の定めるところによる。
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市売買総価

発注者は、物品の引渡しの際に契約不適合があることを知ったときは、第リ豆の規定にかかわらず、その臼を」ちに又」一者にLa '小、"6

約不適合に開する請求等をする二とはできない。ただし、受注鑾がその契約不適合が島ることを知っていたときは、この限1下よLO、約不適口に開する請求等を、ニ、よ'rc'_7CI'ケ而るときは、発注君は当診却約不適合を理由として、誠求等をすることができない。引き渡された物品の契約不適合が発注君の指示により生こたもので島るときは、発注君は当該=・・'不山一、.」7

ただし、受注者がその指示が不適当であることを知りながらこれを通知しなかうたときは、この限りでない・
(納入甥限の聾長等)_-tきる。
第10条受注者は、納入期限内に物品を紬入することができないときは、その理由を明示して、発注者にの七゜

を認めるこどがある。

ー,、イ 1風注と盤議の上、二の契杓の内客を変亜し、又は物品の納入を一時中止させることができる0
(天災その他司=Ξ1抗力による契約内客の蛮更)..{一.、、量るこ至った
第12条契約締結後において、天災事変その他の不測の那件に基づく臼木国内での経源青勢の激変によ」六約内容力著し不"、t らこ=

(契約代金の支払い)_

2 i噸の規定にかかわらず受注者は、物品を錨11して納入し髭注者の検査に合格したときは、当該納入物品に係る契約代金を詔求すること力できる02i傾の規定にかかわらず、受注者は、物品を錨11して納入し髭注者の検査に合格したときは、'ψ叩こハ0 "'丁る

3 発注者は_前2項の迹去な話求を測ガ〒ときは_その日から起算して30日以内に、冥約代金を支払わなけれぱなら武 0
(発生者の催割こよる解除楼)- 1こーぐナ、、ときはこの契約第M条発注者は見注宅力{次の各号のいずれかに該当するときは、相当の期問を定めてその履行の'昌L、の'9 こ厶」"

る'こ"ξ゜ー'ι、,限まで1こ物口超杓入できナ、いとき又は納入期限経過後相当の蛎問内に物品を紬入する涜込みが鴫らかにな
いと認められるとき。

栓i過失により物品の納入を粗麹柔じたと認められるとき0
伯}この契約の履行に関し、受注者.児注者の使用人又は代理人が不正又は下誠実な行為をしたと認められるとき0

f4)正'ーよ',、.'ーこ=L',ニ'.(第1号を除Cのま聢仁違反したとき。
{励前名矧こ掲庁る場合のぼ'、、ぜめ契翻に違反Lたとき。

(発者戸'会1都て会の各号のいずれか仁該当するときは、直ちにこの契約の全部又は一部を解除することができる0
m 第3条の規定に逮反し下契約伐舎瘻壗を讓度したとき0

13}納入された物品に契約不適貪がある撰合1.こおいて、その不適合を除去リ'けれぱ、契約の目的を逹成するこ'をよ゜

⑤受注者の債務の一部め腫行が不能である場合戈は見魅考がその債務の一部の履行を拒絶する意思を明確に表示した場'におして、,存0 0
のみでは契約をしナニ目的を達する二とができないしき0 .__,{、、ム_、、角

注都偲行をし捻いでその禽朔冬i温しだεぎ、'、、ξ
み力U、いビどが朗ら●§で冨るとき1つ'・':三'・'、"゛

侶)暴力団(暴力団員仁よる丕当な行都の"牛等1三閥,_"・」、定7暴力団貞をい・。以下こめ条において同じ。)が経色、に実質
的に閏§ iて"・Y」,'・:・.、、ヤ・'γξ"ゞナ、'-U、そ、注者のチ翫!二従わプ・、いとき又はその1'傷の執行を力摺したとき'

'^、]^^冒^^ー

工注岩'一」ーシ、こ1'9 ・をイm注雪が法人である場厶にはその役員又はその支店若しく「ま常時契約を締斌する事務所の代蛋物

者をいう。・以下この号において向じ。)が累力団員であると認められる艦0

暴力団ヌは暴力団員力経営に宅軍的に閏与て" h 。J 客力・る目的一もて、暴力団又1ネ暴力団員を利吊するなどしたと

ー!役員等が、.暴あ団又止畢力団貞に対して資金等を供給し又は便宜を供与するなど博按的あるいは蘓極脚之暴力団の維持、運営に桃力し若しくは
関与Lていると認められおとき。"・,

ホ役員等が暴力団又は暴力団員と社会的に,風される凡き関係を有していると語められるとき0 ・._,

められるとき0 '、_ーき,ムを除.に、
ト又1諸が、イカらハ'ー'゜(ここナ才、ナ=とき。
姻受注者力て次のいずれか仁該当するとき._姑.、、。ヤ六.こイこの幼約に関し、受注者が私的独占の禁止及び公正取引の駿保に関する金律(昭和22年法拝第慰号0以下「独占示止法」としう0)第モ、

芋止法卸条の2第1項独を t゛ムて卒止法舶き禽2項の規{により取り消された場合を含む。以下この条において同
、゜献、ーー,,ムー゛ムが亭注者又は受注者が構成串業者である事業者口納付命令又は独占禁止」去第7条若しくは第8条の2の規定に基づく排剛謝靴命令にれらの命勺が二庄者又は受注者力世_"'で、'.'

各名宛人に夕村る命令すべて力瓏定した場合における当該命令をいう。次号及び第21条第6垣節2号に'いて同じ0)において、この"1こ

ハ前号に規定する紬付命令又は排除措置命令により、受注者等に独占禁止j去第3条又は第8条艶1号のま聢に違反する行為力罰ったとさ二・'
及び当該達反する行為の対叡となった取引分野が示された場合において、この契約が、当該期問にれらの叩ヤに係る事件に?、ヘ
員会が受注者に対し納1寸命令営テい、これが確定したときは、当該紬イ寸命令における課徴金の.十焦の基礎である当該違反る行,の"

二この契約に関し、受諭播(法人に訪っては、その投員又は使用人を含む。第21条第6項第2「'において同じ0)の刑法(朋泊如年j 号
の6若Lくは第相B条又は独占禁止法獅9条第1項若しくは第鰯条第1頂冴51号に規定する刑が碇定したとき6

岡 t訪宗治法施行令(昭和22年政令第16号)第167条の4第1項の規定に該当すると判明したとき0
(発注者の責めに帰すべき耶由による場合の解除の制限)

」

,止

I J J

'

ゞ

工戈
"ト

キ

七

ゴミミ三

'"J I

・ 1、 ヨゴコ

ー'ンiι

〒'

'1七 1,心、,

1÷イ

C 『

主

王

'

J

司
1
ー

h
゛

1
J
-
、
.

、
轟

●
 
t
 
,

゛
、
ψ
一 '

、
、
、
d
 
.



、

.

市究買訟価

第W条箆叫条各号又は前条名号仁定める堆合が髭注者の責めに掃すべき事由によるものであるときは、発注者は、前2条の規定による契約の解除をす
ることができない.

(1蕩養解除)

第1?条発注者は、立遵があるときは、受注君と協諾の上、この契約を解除することができる。
2 発注者は、郁亘の解除により受注者に損害を及ぽしたときは、その損鴇を貼償しなけれぱならない。
(見生岩の催告による解除擢) ノ

露佃条受注きは、発注者がこの契約に還反した場合において、禍当の期問を定めてその履行の催皆をし、その瑚闇内に履行がないときは、この契約を
解除することができる。ただし、その期間を綬過した時における債莪の不履行力くこの契約及び取引上の社会通念に照らして軽微で島るときは、この限り
でない.

(党注老の催告によらない解除権)

第19条受注者は、次の各号のーに該当する場合は,直ちにこの契約を解除することができる。

1"第11条の規定により、発注考が物品の納入を一時中止させ、又は一時中止させようとする場合において、その中止期問が3月以上に及ぷとき又は契
約期問の3分の2非しヒに及ぷとさ.

恰}第11条の規定により、溌注者が契約内容を亥更しようとする場合において、当初の契約金額の2分の1以下に滅少することとなるとき。
(受注者の責めに帰すべき事由による堤合の解除の制陶 ゛

第和条第玲条又は前条各号に定める堤合が鳧生者の責めに帰すべき事由によるものであるときは、受注者は、前2条の1見定による契約の解畭をするこ
とができない。

(髭注者の損宮賠傑青求等)

第21条発注者は、受注者が次の各号のいずれかに該当するときは、これによって生じた損害の職詫請求することができる。
Ⅱ}納入期隈までに物品を納入寸ることができないとき。
(2)物品仁契約不適合があるとき。
給}第14条又は第15条の規定により、物品の納入後にこの契約が解除されたとき、
(4)受注者力にの契約の履行にあたり第船条各号の想定に違反したとき。
矧前4号に掲げる場合のほか、債務の本旨に従うた履行をしないとき又は債務の履行が不"昔て商るとき。

2 次の各号のいずれかに叢当するときは、柳画の損害賠償に代えて、受1姑'は、契約金額(→,解除の場合は解除部分に相当する代金割の10分の11こ
相当する額を違÷牲として発注者の指定する朔問内に支払わなけれぱならない。
川第14条又は第15条の規定により、物品のキ杓入前にこの契約が解嚇乳たとき。
②物品の紬入前に、受注者がその債務の履行を拒否し、又は見注者の責めに帰すぺき事由によって受注者の債務にっいて履行不能となったとき。

3 次の各号に掲げる者がこの契約を解凱した場合は、有疲第2号に該当する堪合とみな司'。
m 受注者にっいて破産手続忌ヨ始の決定があった場合において、破走法(平成16年對聿第75号)の規定にょり選任された破産管財人

鳧注者にっいて吏生芋糊"始の決定があ0た」船において、会ネ土更忠法(平成14年法律第1馴号)の規定により選任された管財人②

恰)園注者にっいて再生手寵鋼始の決定があった場合において、民事再生法(平成11年法卿第霪5号)の規定により選任された再生償務者等
4 第1頂名号又は第2項各号に定める場合(盲穎の規定により第2項第2号に談当する場合とみなされる場合を除く。)がこの契約及び取引上の社会通念

に照らして受注者の貴めに帰する二とができなL部由によるものである畦は、、節1項及び第2項の規定は適用ゾよい。
第1項第1号に該当L、発注者が損害の賠償を請求する堤合の請象愈ば、契約金額から検益{亡合格した納入部分に相応する契約金額を控除Lた額に5

つき、遅延日数に応じ、拜25パーー11ントの割合(年当たUの割合ば閏年の日を含む期問1二ういても、飴5日の割合とする。)で計算した額(1卯円未満の端
批偽るとき文は1印何未満て,あるときは、その端数額又はその全額を切り捨てる。)どする。

6 二の契約に関し、次の者号に掲げる場合のいずれかに該当したどきは、見注者は、発注者の請求に基づき、筑2項に規定する契約金額の1吟の1に相
当する額のぼか、契ネ捻額の1伽づ)'の5に相当する額を違約金として発注者の指定する期闘内に謝厶わなけれぱならない。
1】第15条第13号イに規定する確定した削゛命令における課徴金にういて、独占禁止法第7条の3第2項又は第3項の規定の適用がある巴き。
②第15条第13号口に規定する粕1怜令若Lくは排除措置命令又は第15条第13号二に蜆定する刑に係る確定判別こおいて、受注者が違反行為の首謀
晝であることが明らかになったとき。、

ば鋪15条第13号二「t該当する場合であって、第15条第13号イに規定する確定した納村徐令における課徴金にっいて、独占禁止法第7条の3第1垣の
,規定の適用があるとき。
受注冬が壷2項及ぴ第6項の違約金を発注者の指定する期間内に支払わないときは、見注者は;当該期問を終過した日から支払いをする日までの日7

数に応じ、'年2.5パフセントの割合(年当たりの割合は閏年の日を含む、期問にっいても、365包の割合とする。)で計鮮Lた額(1m円未満の端数力(ある時
又は1叩円序浩て,ある墜は、その端數額又はその全額を切り捨てる。)の遅延剰」患を発注者に主払わなけれぱならない。
受注者ι'契約の羅行を理由として、第2項及び第6項の這約金を免れることがでぎない。8

9 第2項及び第6項の規定は、髭注者に生Cた実際の損客の額が違約金の額を超過する場合において、発注者がその超過分の損害にっき,纖を請求す
ることを妨げない.

10 受注者は、第15条第13号又は第6項各男のいずれか「こ該当するときは、発注者が契約を解除するか否かにかかわらず、同条同項に規定する逮約金を
発注者が指定する期間内に支;ムわなけれぱならない。この契約が完了Lた後も同様とする。

11首頑の規定は、発注者の損害鋤(前項!6盡定する避自金の頴を超える場合においては、発注者がその超過分にっき貼償を請求することを妨げない。
(受注者の損害賠儲青求等)

第22条受注者は、次の各号のーに該当する堤合は、これによって生じた損害の1吾俄を論求することができる。ただし、当該各号に定める場合がこの契約
及び取弓1上の牡会通念に照らして発注考の貢めに帰することができない事由によるものであるときは、二の限りでない。
m 第絶条又は第19条の舮定によりこの契約が解除されたとき。
佗)育楞に揺げる場合のほか、発注妻力{債務の本旨に従った履行をしないとき又は債務の履行が不能であるとき。

2 第13条第3項の1見定による契約代金の謝厶いが遅れた場合においては、受注者は、求受領金額にっき、遅延日数に応じ、昂2.5パーセントの割含(年当
たりの割合は閏年の日を含む期問にっいても、365日の割合とする。)を乗じて計算した額(1m円来滴の端数力{あるとき又は咽円未満であるときは,モ
の端数頴又はその全額を切り捨てる。)の遅癌蚫、の卦厶いを艶注者に請求することができる。

(姻人t耐&の儒董)

第部条受注者は、この契約に係る個人情穀の継質にっいて、次の各号に掲げる事項に従わなけれぱならない。
m 受注者は個人t罷三の保護に留意し、この契約の履行に当たって知り得た個人1哉&にっいて、漏えい、滅失、改ざん及びき損の防止、並ぴに盗用の票

止その他の個人惰報の遜正な榔里のために彪要ナ甜昔置を講じなけれぱならない。
佳}受注者は、個人情報を目的以外に使用し、又は第三老に1是供してはならない。
(31 見生者は、デ^、プログラム等及びその関係資料の全部又は一部を発注考の許司なく複写L、又は複製してはならない。
(4】園生者はこの磁,による事務を処理するに当た0て、発注者から提供された個人情報力爺遜系された資料等(複写L、複製したものを含む)を、当該契

約による亦務の処理の終了後速やかに発注者に近過するものとする。
伯1 発注者は、必要に応じて立入桟査を実施することができる。立入検資の際には、受注者は発注者の求める関傑資斜を速やかに提示しなけれぱなら

ない。

⑥受注者は、この契約において個人轆穀を取り扱う際に、李故が発生Lた場合には、速やかに窕注者に報告を1予うとともに、必斐な措諸を講じなけれ
ぱならない。

(補則)

第24条この契約書に定めるものの抵か、長崎市契約1態IK昭和39年長崎市規貝1鮪26号)の定めるところによるものとし、二の規定及びこの契約霄に定め
のない事頃にっいては、必要に応じて発注者と受注者と力司盃蓋して定める。



件名 長崎ブリックホール大ホールピンスポットライト購入

品名

ピンズポットライト

物品購入仕様書

担当所属:長崎市市民生活部文化振興課担当:末永

電話 095-842-3782 ファッウス的5-842-3784

メールアドレス Suenaga_mamiko@city.n臼宮之Saki.1gJP

納入堰所:長崎市茂里町2番38号長崎ブリッウホール

納入期限:令和5年3月8日(作業可能期問:令和5年1月23日~令和5年3月8白)
.

※参考商品により入札する場合にっいては事前確認不要

※適合品の事前確認について

「要」のものにっいて、参考商品以外で入札す、る場合は、該当する品目にっいて、質問事項として質問穿に記載のうえ、質問書
提出期限までに、質問響及ぴ次!キ指定するものを上記担'当所属に持参し、適合品であることの確認を受けること0

別簸の七おり

親格

(指定円婁〕

※特記晦項

'本体使用に必要だ付属品、及び爺品時の設置゛調整、試運転に係る愛用は本契約仁含むものとし、本市職員による検査の上、問顯がなく動作
できることを確認したうぇで励品完了とする。'、.'
.納品にあたっては、酘置位置や電源接続方法等物品の取り付けに係る詳細にっいて、文化振興課担当者及ぴホール舞台スタツづと惚議を行う
と

.物鳥の取り付,けにあ.たっては、'必劃工応じて分電盤内のプレーカー交換や分電盤から整流雑の配線等を行ったうえで、'支障なく点灯できるか
にっいての試験を、舞台照明設備の保寺'点検実者と調整Lて実施する二と。なお、電気ヱ璽士法第2条第3項及び同会施行規則亀2条.に該当

カタログ等仕様がわかるもの及ひ覗物

数塁

する作業にっいては、.電気工司モ士資裕を持っ責が行うこと。_.長崎づりツクホール天ホールピンスポット室に霞置可能な{のを納品・設置すること。既製品で適合Lない場合ぱ、製品の製作メーガワによる適
切な製品の加工を行うこと。_
.参考商品以外で太札する場合は、事前に文化振興課担当者と日程調整の上、担当者及びホール餐台スタツフの立会いの下でデモンストレー
ションを実施L、,間題なく稼働ができーかっ製品が圃等品以上であることの確認を得ること。
.参考商品以外で入札する場合は、翻品後の部品供給や保守点検を考虐し、国内メーカニ製品とする二と。'
,取り外した後の既製品の処分ば行わず、長崎づりツウホール丙に保管ずる、のとする。'11
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物品購入仕様書別紙

1 件名

長崎ブリ

2 規格

a)ピンスポットライトの規待

①照度:10,000ノレクス以上(ビンスポッ ト室から舞台までの投光距籬40m~50m程度)
②定格電圧:ACI0OV~2如V

③消費電力:7kvA以下

④寸法:1腰駒omm以丙X長さ2,ooomm以内X高さ 60omm以内
※幅、長さ、高さのいずれも、スタンド等その他付属口を<まナい。
※ビンスポツト室内に設置可能で、実使用上問題がないこと 口

⑤本体質量:本体のみの揚合は80k牙以下、スタンドを<む,旦厶は・十 玲0上g以下
⑥光源.クセノン

⑦照射角度.上向き1ず~下向き4ずの範囲で可変でキるもの
⑧最少照射距隣:8m以内

⑨最火スポッ ト径念m以上(ピンスポット室から舞台までの投光距酢40m~50m程度)
⑩最高表面温度:90で以下

⑪騒音:45db以下促巨雛が]mの場合)
⑫保証期問:1年以上

※修理部品の供給に関しては、15年以上
⑬機器構成.:獣のものを含む。

'電源ボックス(整流器)

・スタンド

・ランフ゜

⑭特記事項:設置にあたっては、文化振興課担当者、 舞台スタッフ、舞台照明設備の保
守点検業者と調整し、実施すること。

ツクホール大ホールピンスポットライト購入(文化振貝炉開
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